
宮臨技 第169号

平成 26年 3月 6日

会員各位

（一社）宮城県臨床検査技師会

会長  長沢 光章

（公印省略）

学術研修会のおしらせ

謹啓

会員の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。さて本年も例年

と同様、下記により昨年宮城県で行われた精度管理調査について研修会を開催

致します。例年どおり病理医の先生をお招きして総括をしていただき病理組織

技術について一緒に考えて参りたいと思います。奮ってご参加ください。

謹白

記

研修会名 ： 平成25年度病理組織検査精度管理フォローアップ研修会

日時   ：  平成26年5月24日（土） 14：00 ～17：00

会場   ：  宮城県立こども病院 愛子ホール
ＪＲ仙山線 陸前落合駅 徒歩10分

駐車場：有

参加費  ： 会員500円 非会員1500円

       学生は無料。学生証をお持ちください

内容・講師：

１）平成25年度病理組織検査精度管理調査報告・検討

髙﨑 健司 技師（宮城県立こども病院 検査部）

佐藤 正樹 技師（東北薬科大学病院 病理部）

２）病理組織診断におけるエラスチカ・マッソン染色の有用性

      渋谷 理恵 先生（仙台市立病院病院 病理診断科）

３）腎生検標本作製のポイント

～エラスチカ・マッソン（EM）染色とマッソン・トリクローム（MT）染色の違い

      伊藤 圭子 技師（仙台社会保険病院 病理部）

担当部門及び連絡先：精度管理部門員

宮城県立こども病院 検査部       髙﨑 健司

Tel：022-391-5111（内線 5129） FAX：022-391-5118

東北薬科大学病院 病理部        佐藤 正樹

Tel：022-259-1221（内線 281） FAX：022-259-1232

日臨技生涯教育認定：専門10点（必ず技師会会員証をご持参ください）


